
『診療放射線技師　ブルー・ノート　基礎編　33rrdd 	 eeddiittiioonn』正誤表
『診療放射線技師　ブルー・ノート　基礎編　33rrdd 	 eeddiittiioonn』((22001122年22月1100日第33版第11刷，

22001133年33月1100日第33版第22刷))に誤りがありました。ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。

（最終更新日：22001133年66月1111日）

ページ 該当箇所 誤 正

pp..332200
原子核の構造・分類
11行目

陽子（pprroottoonn）｛33個のクォーク（uunndd） 陽子（pphhoottoonn）｛33個のクォーク（uuuudd）

（最終更新日：22001133年66月1111日）

ページ 該当箇所 誤 正

pp..112233 下から1100行目
好中球と同様な走化能と貪食能を有するが
殺菌能は劣る。アレルギー病変と関連が深
いことが知られている。

アレルギー物質の侵入に対してアレルギー反応を
起こす。

pp..115533 TTAAPP 	 &&TTAAPP下から22行目 慢性関節リウマチ 関節リウマチ

pp..118800 豆知識　最後に追加
●ソマトスタチンは，膵臓のランゲルハンス島か
ら分泌されることで有名であるが，視床下部や消
化管の内分泌細胞からも分泌される。

pp..118822 補足　下から33行目 ランケルハンス島 ランゲルハンス島

pp..229911 図3311

pp..229922 表44　皮膚癌の11行目 放射線核種 放射性核種

pp..229999 補足　最後の行 RR==00..00004455ccmm RR==00..00004433ccmm

pp..331122 表33　44段目左 π±00中間子 π00中間子

pp..331177 不確定原理の式

pp..332200
原子核の構造・分類
11行目

陽子（pprroottoonn）｛33個のクォーク 陽子（pphhoottoonn）｛33個のクォーク（uuuudd）

pp..332200
原子核の構造・分類
11行目

中性子（nneeuuttrroonn）｛33個のクォーク 中性子（nneeuuttrroonn）｛33個のクォーク（uudddd）

pp..337700 TTAAPP 	 &&TTAAPP　66行目 ●電流力：電流相互間に働く力FFdd［NN］ ●電流力：電流相互間に働く力FFdd［NN//mm］

pp..337711 図1188 電磁力FFmm［NN］ 電流力FFdd［NN//mm］

◆第３版第１刷

◆第３版第２刷



ページ 該当箇所 誤 正

pp..339900
自己インダクタンス
（LL）回路　　11行目

正弦波電流 正弦波交流電流

pp..446622
用語アラカルト　ミ
ルキング

放射平衡を利用して，親核種から生成する
娘核種をくり返して分離する操作。

放射平衡を利用して，半減期の長い親核種から生
成する半減期の短い娘核種をくり返して分離する
操作。

pp..447711 下から33行目 ffは粒子の線束密度［ccmm--22ss--11］
ffは粒子の線束密度（粒子フルエンス率）［ccmm--22ss--

11］

pp..449900 ホットアトム法
②標�識位置を特定できない。すなわち，比
放射能の高い製品は得られない。

②標�識位置を特定できない。
③比放射能の高いものが得られる。

pp..449900 左欄外に追加
【注意】過去の国家試験では「反跳合成法は比放
射能の高いものは得にくい」と出題されている。

pp..449900 下から44行目

●グルニャール法
グリニャール試薬を用いた標�識法。例えば

グリニャール試薬と1144CCOO22の反応で
1144CC標�識カ

ルボン酸が，33HH22OOで加水分解すると
33HH標�識

炭化水素が生成する。

●グリニャール試薬を用いた標�識法
①グリニャール反応：放射性炭素の二酸化炭素と
の反応により放射性炭素標�識カルボン酸が生成す
る。
②加水分解：トリチウム水による加水分解で，水

素（33HH）標�識炭化水素が生成する。

pp..550055 断面積　11行目 11個当たりに作用を起こす確率。 11個当たりに起こした相互作用の平均数。

pp..550055 断面積の式

pp..550066
線エネルギー付与の
式

pp..550077 照射線量

単位質量当たりの空気中で光子によって放
出された陽・陰電子すべてが空気中で停止
するまでに空気中で発生させた正負どちら
かの

単位質量当たりの乾燥空気中で光子によって放出
された陽・陰電子すべてが乾燥空気中で停止する
までに空気中で発生させた正負どちらかの

pp..550088 放射能の式

pp..553300
TTAAPP 	 &&TTAAPP　下から44行
目

110000μgg〜1100GGyy 1100μgg〜1100GGyy

pp..553311
表44　OOSSLL線量計の22段
目

110000μgg〜1100GGyy 1100μgg〜1100GGyy

pp..554400 図2255


